






1)研究協力者の所属する地域を対象として新生児医療,特に新生児救急システムの実態を

調査した結果では,研究協力者はそれぞれの新生児医療の中核責任者であり,その地域での

医療活動も幅広いため,研究協力者の所属地域では新生児救急医療システムが実施されて

いるか,あるいは自然発生的な地域化が行われていた。

2)新生児救急医療システム実施地域では特に User 側からみて信頼のおけるシステムとし

ての評価が高かった。しかし一方では当初の期待より新生児死亡率への影響は少なかった。

この原因について今後いろいろな角度から検討されるべきである。

3)自然発生的地域化のなされているところは,面としての活動も全て NICU の努力によって

支えられている。

4)新生児救急医療システムの普及度は極めて低く,実施県は11都道府県にとどまっており,

自然発生的地域化の行われている県も10 県に過ぎなかった。

4.この他に,柴田,高嶋,小川,中村,宇賀,池ノ上,立山,野口,竹内,後藤,藤村,戸苅,小泉班

員は,個別研究として関連する諸問題に付き資料の収集と検討を行い,本研究報告書にある

ような内容の発表を行った。


